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2
0
1
3
年
2
月
27
日
に
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ（
ビ
ダ
カ
ラ
ホ
テ
ル
）に

お
い
て
、
土
木
学
会
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

委
員
会
、土
木
学
会
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
分
会
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
公
共
事
業
省
建
設
開
発

庁
、
バ
ン
ド
ン
工
科
大
学
の
共
催
に
よ
る

ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

公
共
調
達
方
式
を
テ
ー
マ
と
し
た
昨
年
度

の
検
討
内
容
を
踏
ま
え
て
、
今
年
度
は
建

設
工
事
の
品
質
保
証
に
焦
点
を
当
て
た
。

両
国
の
品
質
保
証
の
現
状
・
課
題
・
解
決

方
法
を
紹
介
・
共
有
し
、
特
に
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
品
質
保
証
の
将
来
像
を
検
討
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

側
の
要
望
に
よ
っ
て
、
セ
ミ
ナ
ー
の
名
称

は
、「The M

yth and Reality of Quality 

A
ssurance System

s in Construction 
Projects

」
と
し
た
。
品
質
保
証
の
神
話
を

放
置
せ
ず
、
現
実
を
見
つ
め
、
改
善
し
て

い
こ
う
、
と
の
先
方
の
強
い
意
気
込
み
を

感
じ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
90
名
が
出
席
し
、
バ

ン
ド
ン
工
科
大
学
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研

究
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
るRizal 

Tam
in

教
授
に
よ
る
昨
年
度
の
成
果
の

丁
寧
な
振
り
返
り
、
お
よ
び
、
同
大
学
建

築
・
計
画
・
政
策
学
部
長
のBenedictus 

Kom
baitan

教
授
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
2
件
の
基
調
講
演
と
3

件
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る

構
成
と
し
た
。

　

午
前
中
の
基
調
講
演
で
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
公
共
事
業
省
建
設
開
発
庁
のTri 

Djoko W
aluyo

氏
が
品
質
保
証
に
関
す
る

問
題
提
起
を
行
っ
た
後
、
バ
ン
ド
ン
工
科

大
学
副
学
長
のPuti Farida

博
士
が
、「
建

設
工
事
と
品
質
─
能
力
と
自
信
の
探
求
」

と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
そ
の
後
の
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
両
国
の

品
質
保
証
の
現
状
に
関
す
る
紹
介
・
共

有
を
試
み
た
。
日
本
側
か
ら
は
、
鈴
木
泰

之
氏（（
株
）
建
設
技
術
研
究
所
）
が
日
本

の
設
計
業
務
に
関
す
る
品
質
保
証
シ
ス
テ

ム
の
現
状
と
改
善
方
策
を
、
五
艘
隆
志
氏

（
高
知
工
科
大
学
准
教
授
）
が
日
本
の
施

工
時
の
品
質
保
証
の
現
状
と
課
題
を
紹
介

し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
か
ら
は
、
生
産

性
と
品
質
保
証
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
品
質

保
証
シ
ス
テ
ム
の
将
来
像
等
が
紹
介
さ
れ

た
。

　

午
後
は
、
小
澤
一
雅
氏（
東
京
大
学
教

授
・
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
委
員

長
）
が「
社
会
資
本
整
備
事
業
に
お
け
る

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
～
日
本
の

経
験
と
挑
戦
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、「Theory to Reality

」
、

「Role of Stakeholder

」
と
い
う
二
つ
の

テ
ー
マ
に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
日
本
側
は
、
筆
者
が

前
者
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
談

合
問
題
と
く
じ
引
き
入
札
の
問
題
、
そ
の

一
解
決
と
し
て
の
総
合
評
価
方
式
の
導

入
、
そ
の
効
果
と
新
た
な
課
題
を
紹
介
し

た
。
先
方
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
パ
ネ

リ
ス
ト
も
出
席
し
、
品
質
保
証
に
お
け
る

quantity surveyor

の
役
割
に
関
す
る
発

表
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
、
小
澤
委
員
長
か
ら
、「
両
国
間

の
共
同
研
究
教
育
と
相
互
の
協
力
を
さ
ら

に
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
第
3
回
の
セ

「
第
二
回
日
本
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ジ
ョ
イ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー 

─
建
設
工
事
の
品
質
保
証
シ
ス
テ

ム
に
関
す
る
神
話
と
現
実
─
」
が
ジ
ャ
カ
ル
タ

で
開
催
さ
れ
る

建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
国
際
連
携
小
委
員
会 

委
員
長

渡
邊 

法
美
（
高
知
工
科
大
学 

教
授
）

写真1　参加者全員とセミナーの成功を祝して 
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ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
い
」
と
の
提
案
で
幕

を
閉
じ
た
。

　

今
回
も
昨
年
に
続
い
て
多
く
の
成
果
が

あ
っ
た
。
第
一
に
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
っ

て
も
品
質
保
証
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ

と
を
認
識
で
き
た
点
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
の
本
セ
ミ

ナ
ー
に
対
す
る
大
き
な
期
待
を
実
感
で
き

た
点
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
今
回
の
日
本
側
の
発
表
も
、

先
方
の
期
待
に
十
分
に
応
え
た
こ
と
を
実

感
し
た
点
で
あ
る
。
鈴
木
氏
に
よ
る
設
計

の
品
質
管
理
に
関
す
る
発
表
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
で
は
ほ
と
ん
ど
聴
い
た
こ
と
が
な

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
小
澤
氏
と
五
艘

氏
の
施
工
時
の
品
質
管
理
の
現
状
・
課
題
・

改
善
策
に
つ
い
て
も
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側

に
と
っ
て
大
変
興
味
深
い
内
容
と
な
っ

た
。
セ
ミ
ナ
ー
の
最
後
に
は
、
先
方
か
ら
、

来
年
度
は
セ
ミ
ナ
ー
を
2
日
制
に
し
て
、

初
日
は
今
回
の
よ
う
な
意
見
交
換
、
2
日

目
は
日
本
側
が
得
意
な
分
野
を
教
え
る
講

義
形
式
に
し
て
い
た
だ
け
る
と
良
い
の
で

は
な
い
か
、と
の
要
望
・
提
案
が
あ
っ
た
。

　

第
四
に
、
日
本
の
大
学
で
学
び
、
帰
国

し
た
若
手
の
研
究
者
が
、
生
き
生
き
と
し

て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
点
で
あ

る
。
そ
の
一
人
で
あ
る
バ
ン
ド
ン
工
科
大

学
のDew

i Larasati

講
師
は
、
大
学
で
調

達
・
監
理
を
担
当
す
る
自
身
の
業
務
体

験
か
ら
、
品
質
保
証
に
お
け
る
請
負
者
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
各
事

業
局
面
に
お
け
る
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
説
い
た
。こ
れ
は
、説

得
力
に
富
む
提
案
で
あ
っ
た
。
建
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
研
究
で
は
、
留
学
先
の
原
理
・

原
則
を
母
国
に
無
批
判
に
受
容
・
適
用
し

よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
現
実
の
問
題

を
丁
寧
に
観
察
・
分
析
し
、
そ
の
検
討
方

法
を
真
摯
に
検
討
し
、
多
く
の
人
び
と
の

共
感
を
得
る
よ
う
な
爽
や
か
な
発
表
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
日
本
の
留
学
生

の
育
成
方
法
が
間
違
っ
て
は
い
な
い
こ
と

を
実
感
し
た
一
日
で
あ
っ
た
。

　

第
五
に
、
今
回
は
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の

参
加
者
も
あ
り
、
本
セ
ミ
ナ
ー
の
ア
ジ
ア

諸
国
へ
の
展
開
の
可
能
性
を
感
じ
た
点
で

あ
る
。

　

な
お
、本
ジ
ョ
イ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
は
、公

益
信
託
土
木
学
会
学
術
交
流
基
金
に
よ
る

助
成
を
受
け
、実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
バ
ン
ド
ン
工
科
大
学
の
皆
さ
ま
に

は
数
多
く
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
っ

た
。こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
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